予算要求資料
平成２７年度当初予算　　　支出科目　款：農林水産費　項：林業費　目：林業振興費　　　
	事業名　全国育樹祭実行委員会負担金


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

林政部　全国育樹祭推進事務局　総務係・企画広報係
電話番号：058-272-1111（内2994）

E-mail： c11514@pref.gifu.lg.jp
１　事業費283,955千円（前年度予算額：44,634千円）
＜財源内訳＞　
	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財産収入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度
	44,634
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	44,634

	要求額
	283,955
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	283,955

	決定額
	
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	


２　要求内容
（1） 要求の趣旨（現状と課題）
育樹祭は、天皇皇后両陛下が全国植樹祭でお手植えされた木を皇族殿下が
お手入れされる行事である。県では「手から手へ 豊かな緑で ぼくらの未来」
を大会テーマに、先代から受け継いだ森林を守り育て、活用する知恵や技術を
より深化させ、次世代へ引き継ぐ取り組みを県民総参加で進めるとともに、そ
の成果を全国に発信していくものである。
　＜平成25年度＞

・平成25年8月､第39回全国育樹祭が岐阜県で開催することが正式に決定。
　　・岐阜県での開催決定を受け、県民企画会議を設置し開催会場の検討や基本
計画の策定を進めるとともに、大会テーマ、シンボルマーク及びポスター
原画の募集･選定や会場整備の基本設計等など大会の準備業務を実施。
＜平成26年度＞

・平成26年5月、全国育樹祭岐阜県実行委員会を設立。
・具体的な大会内容（運営計画、会場図等）の検討を進め実施計画を策定するほか、1年前イベント等関連行事を開催するとともに、大会ＰＲ（大会趣旨の普及を含む）を展開するなど、大会準備を引き続き実施。
（２）事業内容
・大会運営（式典演出含む）、会場設営、宿泊･輸送などの最終調整やリハー

サルによる実施体制の確認など、大会開催に向けた最終準備を進めるとと

もに、当日の各行事の円滑な運営を行う。
～第39回全国育樹祭～

　 ＜本大会＞

・お手入れ行事：第8回全国植樹祭開催地（揖斐川町谷汲）
・式典行事：谷汲緑地公園（揖斐川町谷汲）
＜併催行事、記念行事等＞
  ・育林技術交流集会、全国緑の少年団活動発表大会、森林･林業･環境機械展　

　 示実演会、サテライト行事
＜参加者＞

　 ・本大会：約5,000人、全体行事：約10万人

（３）県負担・補助率の考え方

県民協働による森林づくり推進のための大会であるため、県負担とする。
（４）類似事業の有無　　無
３　事業費の積算内訳
	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	開催準備
	12,114

	実行委員会等開催費、ＰＲ活動、事務局運営費、記録誌作成（写真撮影含む） など

	本大会の開催業務
（式典運営）
	48,522
	会場運営（式典演出含む）、リハーサル、アトラクション、警備業務 など

	　　〃
（会場設営）
	109,096
	会場仮設物（招待席、入場ゲート等）設置、飾り花、サテライト会場 など

	　　〃
（宿泊・輸送）
	92,353
	宿泊輸送計画作成、バス輸送、サイン表示、案内状作成 など

	関連行事
	21,870
	育林技術交流集会、全国緑の少年団活動発表大会、森林･林業･環境機械展示実演会、懇談会

	合計
	283,955
	


	　決定額の考え方　




４　参考事項
（１）各種計画での位置づけ
・長期構想

Ⅳ－１　森・川・海をつなぐ清流とふるさとの自然を守る

・森林がもつ水源かん養機能など多面的な機能を維持・増進し、健全で豊かな森林をつくる取組を進め、岐阜県の自然と水源を守る。

・第二期　岐阜県森林づくり基本計画

(3)人づくり及び仕組みづくりの推進

（２）国・他県の状況

他県においても全国育樹祭は開催県主催（実行委員会方式）で開催しており、県が開催経費を負担することは妥当。
（３）後年度の財政負担　無
（４）事業主体及びその妥当性
・全国育樹祭の開催を、「清流の国ぎふ」を実現するため、本県の豊かな森林や清流を守り、育てる機運を高め、それを担い、支える豊かな心を持った人をつくる契機とする。

・さらに、県が推進する「県民との協働による森林づくり」活動の成果を発表する場とすることから、県が主体として実施する。
事業評価調書
	□  新規要求事業　

	■  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・平成２７年度に開催する第３９回全国育樹祭の開催に向けた準備及び大会

運営等を行う。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	
	（H  ）
	（H  ）
	（H  ）
	（H  ）
	（H  ）
	％


	
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	％



○指標を設定することができない場合の理由
	平成27年度に開催する全国育樹祭の開催準備及び大会運営が事業の目的であるため数値的な指標を設けることは困難。



（前年度の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）

・全国育樹祭岐阜県実行委員会の設立（5月）
・１年前イベントの開催（10月）
※森と木とのふれあいフェアと同時開催で約６万２千人が来場
・国民参加の森林づくりシンポジウムの開催（11月）

・実施計画の策定（3月予定）
・第２回 全国育樹祭岐阜県実行委員会の開催（3月予定）


（前年度の成果）

	・前年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果
実行委員会がスタートし、１年前イベント等関連行事の開催や各種ＰＲ活動を行うことにより県内全域における育樹祭の醸成ムードを高めるとともに、式典演出や仮設物整備等の企画、実施計画策定の検討など、大会開催に向けた具体的な準備を進めることができた。


	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

　○

	県民の財産である森林を守り、次世代へ継承していくため開催する「第39回全国育樹祭」の成功に向けて、大会準備及び大会運営を円滑に行う必要がある。


	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）


	

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)


	


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
　　第39回全国育樹祭では、先代から引き継いだ森林を守り育て、活用する

知恵や技術を深化させ次の世代へ引き継ぐ取り組みを県民総参加で進める

必要がある。


（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか

　第39回全国育樹祭を契機に「100年先の森林づくり」に取り組む。

豊かな環境･資源･文化を育む森林をつくるため、森林の循環利用を進めるとともに、水源林や里山林など多様な森林づくりを進める。


